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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 鳥喰　經三様　　長男様、奥様より電話にて主治医面談希望されています。

　　　（内容）・本人の現在の状況について

　　　　　　　・病状について

　　　　　　　土・日ならいつでも都合がつき、平日であれば18：00すぎを希望されています。尚、長男様は本日の面会を希望しましたが、主治医（川端Dr）は月曜日でないといないことを伝え、主治医に確認後、折り返し電話する事になっています。

・田中　清様　　ご家族より、田中様が娘様や奥様のお勤め先に、電話をかけてきて困るとのお話がありました。秋田県にいらっしゃる長男様、仙台市にいらっしゃる娘様、奥様の勤め先には控えてほしいとのことです。田中様が電話しようとしている際は、スタッフが随時声掛けを行うようにして下さい。（電話番号はこちらで控えています）

　

・浜中　トキエ様　ご家族からの要望あり、歯科受診の予約中です。（医事室へは連絡済です）義歯作成終了するまで、本日5/9の昼食より全粥・キザミに食箋変更しております。

・橋本　万様　　アイスクリームがありますので、5月７日のおやつ時、差し上げてください。又、褥瘡ある為、買い物の際は高カロリーのものを購入して摂取して頂きましょう。

・前野　好三様　　ご家族より電話があり5月15日（日）13：00～14：00　退院希望となっています。当院の処方が何日分出るか確認後、外来の予約日を検討してください。

　　　　　　　　ＳＷへは連絡済です。

（ご家族は土曜日なら通院可能だそうです。）

· 治療プログラム担当役割分担しました。

治療プログラム委員会の病棟内のスタッフサポートの役割分担

＜対人関係援助チーム＞　　森崎　麗香子　　小泉　彰

＜家族援助チーム＞　　　　中村　美奈子　　山地　孝志

＜高齢者ケアチーム＞　　　荒木田　晃次　　杉澤　八重子

· 病棟内担当者役割分担しました。

入浴係　沼端　貴行

排泄係　渡辺　裕一

救急カート　根市　弘子　松澤　厚子

環境整備Ａ  中村　浩子

環境整備Ｂ　小笠原　香織

環境整備Ｃ　河村　ゆみ

環境整備Ｄ　上口　昌範

11月学術　中村　美奈子　　木村　文子　　中野　円香　　西村　光子　

　　　　　日向端　瞳　　　及川　久美子

・病棟掲示用の顔写真を撮影します。6日（金）、9日（月）、10日（火）の17：00から庶務室前廊下にて行ないますので都合の良い日にお願いします。

＜ＰＳＷ　高田さんより＞

・　南山苑で1名空きが出来た為、退院確認の依頼がありました。本日、千葉良Ｄｒと検討する予定です。

＜ＭＲＳＡの予防について＞

・　ＭＲＳＡとは…人の鼻腔、咽頭、皮膚、消化管などに常在しうる菌であり、易感染者（高齢者、寝たきり患者、免疫不全である患者、広範囲の熱傷、外傷患者、第2・第3世代のセファム系抗生物質の長期投与の患者）に対して、大きな危険性を示す。臨床症状としては、敗血症、腸炎、呼吸器感染症、褥創感染、創部感染が主である。ＭＲＳＡは院内の人全てがキャリアになる可能性があり、医療従事者が感染源になりうるという特徴がある。

⇒予防として

· 患者様同士を2ｍ以上離し、接触させないようにして下さい。

· 患者様とスタッフが接触したら、必ず手洗いをするようにしましょう。

· 1日1回は必ず床や手すり等の掃除を行って下さい。

　

インシデント・アクシデント・クレーム分析表

発生日時：平成１７年４月２５日（月）１７:００　　場所：Ｄホール

何が起こったか：他患者様とのトラブルにより転倒し、0.5㎝の裂傷あり

	
	
	実際どう行動したか
	何が原因だったのか
	今後の対策

	ソフト
	トラブルとなる患者様（中川原清美様）の傍を徘徊させないべきだった。
	トラブルになる患者様同士を近づけてしまった。（市橋ひで様と中川原清美様）
	トラブルになりやすい患者様（中川原清美様）へ近づいていった事に気付かなかった。スタッフ間の情報交換不足
	危険予測をし、患者様の行動に対応できるようにする。患者様の所在の把握とスタッフ間の情報交換をこまめに行う。

	ハード
	
	
	
	

	勤務環境
	Ｄホールにて徘徊していた時は、Ｄホールにも見守りスタッフ1名いるべきだった。
	Ｄユニットスタッフオフィス前に見守りしていたスタッフ２名いたが、Ｄホールには見守りスタッフがいなかった。

トラブルになりやすい患者様同士が近くにいた。
	トラブルになりそうな患者様同士に、介入するのが遅かった。
	スタッフの配置位置の考慮。トラブルになる患者様は、常に離しておく。Ｄホールに患者様がいるときは、見守りスタッフ1名おく。出来ない時は、頻回にラウンドする。

	関与した看護者
	危機予測をもっと早くに行い、患者様同士（市橋ひで様と中川原清美様）を近づけないべきであった。
	中川原清美様がソファーに座っているのに気がつかなかった。テーブルへぶつけた後発見している。
	患者様の所在の確認が出来ていなかった。Ｄホール見守りスタッフがいなかった。
	1人の患者様に気をとられずにその他の患者様へも気を配る。常に危険予測をしておき、トラブルになる患者様同士を近づけない。又、対応できない時は、スタッフ同士声掛けを行う。

	患者様の状態
	市橋ひで様は、他患者様との接触が多い患者様であった。
	テーブルへぶつけた後倒れ、後頭部出血あり。ガーゼ圧迫止血している。血圧122/56ｍｍＨｇ
	トラブルになりやすい患者様の近くを徘徊していた。危険予測が出来ていなかった。
	その日の患者様の状態を申し送りする。


